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 前回（2 月 22 日号と 2 月 26 日号のリポート参照）ご説明したことは、右肩上がりの上昇トレン

ドを描いている銘柄は基準線が下値の壁になることが多いし、反対に右肩下がりの下降トレンドを描

いている銘柄は基準線が上値の壁になることが多いということでした。 
 では今日は、基準線の向きについてご説明します。まずは（9432）ＮＴＴのチャート①をご覧下

さい。青色の線が基準線です。上向きなのか下向きなのか向きをご覧下さい…。 昨年の 11 月上旬

から基準線は下がり続けています。ようするに基準線は下向き。この向きが肝心なのです。すなわち、

基準線の向いている方向が相場の向いている方向なのです。基準線が下に向いているということは相

場の向いている方向が下だということ…。 
 より詳しく、ご説明しますと、基準線とは立合い日数過去 26 日間の高値と安値のちょうど中間値

段であるわけです。ということは下げ相場であれば過去 26 日間の高値も安値もどんどん切り下がり

ますから、当然その中間値段である基準線も下がり続けるわけです。しかし、株価が下げ止まって戻

りに入り過去 26 日間の高値を上回ったら基準線が上に向くことになります。この瞬間こそが買い信

号なのです!! 
 （9432）ＮＴＴチャート②をご覧下さい、下向きだった基準線が 2 月 28 日に上に向きました。相

場の向いている方向が変わったということです…。 
 そこで今日のポイントは、基準線の向いている方向が相場の向いている方向。下向きだった基準線

が上に向いたということは、これまでの下降トレンドに終止符を打って上昇トレンドに転換したとい

うことになります。     （無料テレフォンサービス）やさしいチャート教室 ０３－３６６９－５５５２ 
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